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目指す学校像

『笑顔と成長が見られる学校』

生徒・保護者・地域から信頼される学校

校庭を囲むように植えられているポプラですが、2年続

けて倒木しています。幸い生徒等に被害はありませんで

した。しかし、「生徒が近くにいたら・・」「道路の方に倒れていたら・・」と心配をしていまし

た。このことを、市教育委員会に連絡したところ、業者の方がポプラの木

を点検してくださいました。その結果「多くのポプラの木が朽ちている」

とのことでした。その結果を受けて、今回伐採してくださいました。

伐採後の切り株を見ると、半分くらい朽ちているものもありました。長年

親しまれたポプラの木ですので、残念な気持ちもありますが、安全が優先

です。校庭西側のポプラの木は、引き続き南河原中を見守ってくれます。

保護者、地域の方々には、御理解の程よろしくお願いします。 （R3年10月に倒れたポプラ）

（R4年9月に倒れたポプラ）

3月15日に予定している卒業証書授与式は、次のような、

感染症対策等を行いながら、実施しますので、御理解、御協

力をお願いします。○生徒、教職員は、国歌や校歌等の斉唱や合唱以外は、マスクを外してもよい。○

来賓、保護者等は、マスクの着用をお願いする。○保護者等の参加は、同居家族のみとする。○発熱等

の症状がある者は、式への参加を控える。

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定
１ 水 17 金 専門委員会

２ 木 卒業式全体練習 18 土
３ 金 県公立高校入学許可候補者発表 19 日
４ 土 20 月
５ 日 21 火 春分の日

６ 月 県公立高校追検査 22 水 給食終了

７ 火 卒業式全体練習 23 木 大掃除、小学校卒業式
８ 水 県公立高校追検査発表 24 金 修了式
９ 木 ３年生送る会 25 土
10 金 卒業式予行 26 日
11 土 27 月
12 日 28 火
13 月 ３年給食最終日 29 水
14 火 １・２年卒業式準備 30 木
15 水 第７６回卒業証書授与式 31 金
16 木 １・２年学年末保護者会 ◎予定が変更になることもあります。

（南中生の活躍をはじめとする学校の様子は、ＨＰでも御覧になれます）

◎令和５年度体育祭の開催時期についてですが、１学期（６月）開催で検討して

います。開催日については、年度当初に連絡させていただきます。

卒業証書授与式について

ポプラの木伐採



「気仙沼市立階上（はしがみ）中学校の卒業式における卒業生代表梶原裕太君の答辞」

卒業生代表の言葉
本日は未曽有の大震災の傷も癒えないさなか，私たちのために卒業式を挙行してい
ただき，ありがとうございます。
ちょうど十日前の三月十二日。春を思わせる暖かな日でした。
私たちは，そのキラキラ光る日差しの中を，希望に胸を膨らませ，通い慣れたこの
学舎を，五十七名揃って巣立つはずでした。
前日の十一日。一足早く渡された思い出のたくさん詰まったアルバムを開き，十数
時間後の卒業式に思いを馳せた友もいたことでしょう。「東日本大震災」と名付けら
れる天変地異が起こるとも知らずに…。
階上中学校といえば「防災教育」といわれ，内外から高く評価され，十分な訓練も
していた私たちでした。しかし，自然の猛威の前には，人間の力はあまりにも無力で，
私たちから大切なものを容赦なく奪っていきました。天が与えた試練というには，む
ごすぎるものでした。つらくて，悔しくてたまりません。
時計の針は十四時四十六分を指したままです。でも時は確実に流れています。生か
された者として，顔を上げ，常に思いやりの心を持ち，強く，正しく，たくましく生
きていかなければなりません。
命の重さを知るには大きすぎる代償でした。しかし，苦境にあっても，天を恨まず，
運命に耐え，助け合って生きていくことが，これからの私たちの使命です。私たちは
今，それぞれの新しい人生の一歩を踏み出します。どこにいても，何をしていようと
も，この地で，仲間と共有した時を忘れず，宝物として生きていきます。
後輩の皆さん，階上中学校で過ごす「あたりまえ」に思える日々や友達が，いかに
貴重なものかを考え，いとおしんで過ごしてください。先生方，親身のご指導，あり
がとうございました。先生方が，いかに私たちを思ってくださっていたか，今になっ
てよく分かります。地域の皆さん，これまで様々なご支援をいただき，ありがとうご
ざいました。これからもよろしくお願いいたします。
お父さん，お母さん，家族の皆さん，これから私たちが歩んでいく姿を見守ってい
てください。必ず，よき社会人になります。
私は，この階上中学校の生徒でいられたことを誇りに思います。
最後に，本当に，本当に，ありがとうございました。

平成二十三年三月二十二日
第六十四回卒業生代表
梶原 裕太


